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「新任のご挨拶」
開発と危機、開発と金融
関西学院大学総合政策学部　教授　塚越　保祐
私は30年余財務省に在籍し、その間、国際開発金融機関に日本政府の代表として派遣され
る経験を持ちました。また退職後、世界銀行を代表して政府や民間企業、研究機関など日本
の関係者の皆様との連携強化に携わりました。日本政府の職員としては国際金融や関税の仕
事に関わりましたので、開発政策に関連する金融、貿易の議論にも関与する機会を得ること
になりました。
1990年代に日本の政府開発援助（ODA）は世界一になり、国際金融機関に対する資金協力
も急拡大していました。そんな時に私は西アフリカ、コートジボワールの中心都市アビジャ
ンに本部のあるアフリカ開発銀行に財務省から派遣されました。これが私の開発に関する原
点です。当時、東西冷戦が終焉し、欧米諸国には「援助疲れ」が見える中、アフリカの国々は
債務問題に呻吟していました。
国際開発銀行は国際金融市場から資金を調達し、自らの資金調達力が不十分な途上国に金
融支援をすることを基本的な機能とします。この機能に特に注目が集まるのは、経済危機の
時です。経済構造に慢性的な問題を抱えながら、途上国は、戦争・内紛、疫病・自然災害、
国際的な景気動向や市況価格変動等々の事態が容易に危機に転じるという意味で、リスクに
対し脆弱です。国際開発銀行は途上国の危機に際しては「最後の貸手」として金融支援を行う
ことになります。
アフリカでは、債務危機に直面する国々に構造調整融資を拡大することが仕事の中心でし
た。その後批判の対象となった「ワシントン・コンセンサス」ですが、危機対応と同時に長期
発展のために改革を進めることは、現地にあっては、途上国政府と国際開発銀行との必死の
協働との意識でした。
アフリカの「失われた20年」は1981年から、日本の「失われた20年」は1991年から始まったと言
われますが、債務危機のアフリカから戻った私を待っていたのは、その後の金融機関危機へ
と続くバブル崩壊後の日本でした。中南米、ロシア、さらにアジアでは通貨危機・債務危機は
その後も続き、日本や欧州の金融機関にも懸念が生じました。当時を振り返ると、危機の連続
だったとの思いがします。その度に国際金融支援は、危機対応と共に危機後の発展のために
改革を進める機会、少なくともその様にあれとの模索、だったのではないかと思います。
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2008年、米州開発銀行に派遣され、今度はラテンアメリカ・カリブ海地域の開発金融に携
わることになりました。着任直後にリーマン・ショックが起こり、それに続く世界金融危機
の対応に追われました。この金融危機の震源は米国であり、途上国ではありませんでした
が、その影響は、当初、輸出信用まで干上がるという事態もあり大変懸念されました。米州
開発銀行の緊急融資はそのショックを緩和するに役立ち、同地域はV字回復を見せることに
なりました。過去の危機対応を経て、ラ米の多くの国は、金融危機に対してそれなりの回復
力（レジリエンス）を持つまでになっているとの印象を持ちました。
2013年に世界銀行駐日特別代表となり、自然災害のリスク管理を世銀の開発プログラムに
織り込ませるという、日本政府の熱心な働きかけを支援させて頂きました。リスク管理を開
発金融に融合させるとの流れは、アフリカでのエボラ出血熱への対応の中にも見られる様に
なっていきました。
2015年に採択されたアディスアベバ行動目標（AAAA）ではSDGs達成のためにODA等の国
際公的資金を途上国自らが開発に必要とする資金源を動員するために活用するとの方針が明
確にされました。そうした中で、現在、COVID-19 により増大した途上国の財政負担、債務
負担への対応が国際社会の喫緊の課題となっています。途上国の財務危機・金融危機を予防
するための国際社会の動きは迅速で、世界金融危機やエボラ出血熱の際の経験を踏まえたも
のになっていると考えますが、SDGs達成には懸念が持たれる様になっています。開発と危
機、開発と金融の課題は、現下では、COVID-19 の危機対応とSDGsに係るリスク管理・レ
ジリエンスの強化のための資金動員という問題として、学生の皆さんと一緒に考えて行く、
私の研究テーマとなっております。
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